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＜連絡事項＞

· 本日、午前中に陶芸釜設置、ガス動作確認済み。５月の連休時、スタッフで釜の使い方を練習する予定。

· 本日、16：00より部署ミーティングあり。場所：病院２階会議室

· 4/21（月）の六角堂祭開始時間が13：00～13：30から12:30～13:00に変更になる。

参加利用者様は、奥山以依子様・細越定生様・川口八寿子様の３名。

参加スタッフは、下舘　静香・服部　智子・中居　則子の３名。

· 4/30（水）13：00　塚本　勝昭様（病名：うつ病）デイケア見学予定。

· 人事異動があった為、緊急連絡網を変更する。各自、電話番号を緊急連絡網に入力すること。

· 5/1より食事発注の画面が変更になる。Wizフォーム内に食事発注画面がある為、各自、マニュアルを参考に練習すること。

＜外来情報＞

· 大久保　恒夫様～睡眠は８時間～９時間取れているとのこと。「風邪は治ってきている。時折便秘　　　　　　　　　　

することあり、シンラックを２５滴飲んでいる」と話される。次回、採血実施予定。

· 山田　健次様　～特に変わりない。デイケアで昼ご飯を食べていると報告される。食事はきちんと　

とっているとのこと。

· 中居　美津子様～うみねこ幸房メンバーが私用で休むから大変だと報告されている。

· 平　　康子様　～「物が覚えられない。頭に入っていかない」と話される。担当医より、外からの　　

刺激は大切であること、必要な事はメモなどするようアドバイスあり。次回、採血実施予定。

· 中居　松男様　～4/26が青明舎の花見だと報告している。「アパートでちゃんとやっている」と話

される。

· 鈴木　恵美子様～「左膝が腫れているが、水はとっていない。時折、電気をかけに行っている」と　　　　　　　　

話される。

· 長瀬　紘一郎様～風邪症状は良くなったのこと。5/9平和病院に受診すると報告している。時折、　

血圧高値になることがある。

· 奥山　以依子様～体重53.3kg。間食はしていないが、夕食時おかわりするとのこと。青風荘は
　　　　　　　　慣れて来たと話される。

· 柳町　信之様　～「便秘し、固い便が出る時がある。高橋内科の先生にもう受診しなくても大丈夫　

と言われたので、薬局から座薬を買っている」と話される。担当医より通所リハビリテーションに通わないのか質問すると「自立したい」と話される。担当医より自立はしても良いが孤立しないようアドバイスしている。

· 前野　義勝様　～「姉がもう長くない。また面会に行ってくる」と報告している。

· 鹿原　博夫様　～うみねこ幸房の引越しで忙しいとのこと。

＜利用様情報＞

· 駒目　翔　様～「昨日の夜、喘息の事を考えて悲しくなって手を切りたくなった。」と話される
が、行動化することはなかったと報告される。理由については、今回の喘息治療費が7万かかったと家族から言われたからとの事。「夜、悲しくなったら不安を止める注射をして欲しい」と話される為、注射は出来ないが電話対応にて話を聞く事は出来る事を説明している。

⇒　外来看護師より、今後の対応について家族と話をする必要もあるとの事で、今後日程調整して行く。

· 井畑　光湖様～昨日、19：00本人より電話連絡あり。（以下電話内容）

お母様に交際相手と性行為を行っている事を知られてしまい、交際や会う事を反対されているとの事。又、「顔も見たくないって言われてしまった」と話される。その後から気分が落ち込み、衝動行為に走りそうだと話される。自分の行動に対しても、「周囲に悪い影響を与えているのではないか」と、被害的な発言が多い。

現在の心配事として、

①青山荘の事　②対人面での事　③交際相手との事

以上3点があると話される。

話をする事で「気分が落ち着きました」と話されており、衝動行為は行わない事を約束している。お母様と一緒にいる事での気まずさを感じていると話される為、本人が可能であれば明日の通所を促している。

⇒　本日、来所され、昨日の話に触れることなく過ごされている。

· 中村　鶴子様～デイケア保険に入りたいと話される。スタッフより今申し込むと来月より適応され

る事を説明している。

· 秋山　和子様～「新しいスタッフに何を話したら良いかわからない」と話される。スタッフより今

までいたスタッフに相談語事は話、新しいスタッフに慣れて来たら徐々に話していけば良いことを説明すると笑顔で頷かれる。

· 鈴木　恵美子様～娘様（22歳）と一緒にデイケアへ通所される。定時まで娘様と一緒にデイケア

に居ると話される為、スタッフよりデイケアは、治療の場であり原則として登録している方が利用する場所である為、長時間にわたる娘様の在所は出来ない事を説明している。

· 川口　尚良様　～市民病院で行った肝機能の検査結果、正常値内に留まっているとのことで、もう　

市民病院での受診はいらないと説明をうけたとのこと。また、現在、泌尿器科受診されており今後の肝機能の検査等は泌尿器科で実施して行くとの事。

· 神山　和典様　～昨日、右前腕に広範囲にわたり発赤みられており、「今日外でペンキとか庭作業

したせいかな」と話される。痒み等の訴えは聞かれない。

⇒　外来時、担当医に報告するよう説明している。

　

＜デイケア事例検討＞

検討内容：治療計画立案

菅野　勝利様（65）　病名：統合失調症　　　合併症：糖尿病・高脂血症・高血圧

通所利用開始：H20.4.9

　

○担当医からの指示箋チェック内容

　・基本的生活の修得

　・身体機能の維持・向上

　・対人関係の改善

　・作業能力・持続性の向上

　・病識をつける

　

○現在の状況

　・「１週間色々予定があるからデイケア利用は週１回しか出来ない」と話される。

　　（本人なりの生活リズムがある）

　・本人なりに食事はコントロールしている様子

　・他者との交流は持つこと出来ており、余暇時間には他メンバーと運動を行っている様子も見られている。

　・生活面は「自分できちんと出来ているから困っている事はない」と話される。

　

○治療計画

　　身体管理を行いつつ、本人が話を出来る環境を作り、徐々に生活面等の評価を行って行く。










